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５班 

西谷文平（山形大学）、金子倫三（信州大学）、有川美香（岐阜大学）、含本真希（三重大学）、 

徳長博志（鳥取大学）、○末次剛健志（佐賀大学）【敬称略】 

 

１．議論結果の概要 

５班は全員国立大学の職員で，みなさん評価、IR 関係部署で働いておられますが，実務経験は

これから更に，という方々が中心のグループです。 

議論の内容は、データの収集を進めていく上でどんな課題があって、どんな解決策が考えられ

るのかということで、まず考えられる課題について出していただいて、それについて解決策を考

えていこうという方向で進めました。 

いろいろとご意見を出していただいたのですが、出された課題としては大きく分けて二つ、業

務上の課題として分類されたものと、あとは業務を進めていく上で意識としての問題に分けられ

るものとあるのかなということで、こういう形に整理しました。 

意識のほうでいうと、まだまだ IR という業務が始まったばかりで「何のためにデータを出せば

いいのかよく分からない」のような，初めてだからという部分。目的にも繋がるのですが、「何の

ためにデータを集めているのかよく分からない」とかそういうもの。そして負担感の問題ですね。

「何回も同じようなことをさせるな」とか、あとは「データを出されても集計するのはとても大

変だ」とか、「他の業務でも追われていてなかなか出せない」とか、そういう問題もあります。あ

とは現場のメリットということもあるわけですが、こちらも「データを出したところで、その後

どうなるのかよく分からない」という、そういう不安のような、メリットか分からないという部

分もあって、なかなかデータの収集がうまくいかないという話。 

業務のほうの話でいうと、データを出す側は「現場での合意形成がなかなか取れない」とか、

「担当者レベルで責任が取れない」とか、そういった，現状ではちょっと出しにくいね、という

話。次に，目的のほうにもつながってくるのですが「ちゃんと依頼の文書が欲しい」という話と

か、あとはデータを収集する側の話ですけれども、どこにどんなデータがあるのか、データニー

ズとして、例えば執行部のほうからこういうものが欲しいと言われても、どこに聞いたらいいの

かがよく分からない。実際聞いてみたら現場のほうもよく分かってなくてたらい回しにされたり

する、といったような問題もあります。一方で，データの差し替えが生じた時や、またいろんな

データを集めていく際に例えば個人情報も含まれている場合、どう対応すればいいのか。あとは

データを収集する側と提供する側、両方関係あるんですけれども、引き継ぎの問題。例えばデー

タ定義の継続性にも関わってくるでしょうし、そのあたりがうまくスムーズに進まなくて思い通

りのデータが出てこないこともあるし、またシステムを使っていく上で、使い方の引き継ぎが大

変だ、というような課題も出ました。 

それらに対して，どのような解決策が考えられたのか。まず意識の部分に向けた解決策からい

うと、例えばデータのニーズを掴む努力。どのような分析結果が執行部にとって必要で，また現

場も提示してもらいたいのかな，ということを考える必要があるし、あとは現場の負担を増やさ

ないということでは 1 回出てきたものはできるだけ他用途にも活用するとか、様式をシンプルに

するとか、個人情報は除くとしてもできるだけ生に近い形でデータをそのままもらうという形で
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現場の負担を減らさないといけない。現場を余計に考えさせない、悩ませないということです。

あとは現場へのフィードバックということで、分析したものはちゃんとフィードバックする。そ

れぞれの部署に返す方法もあるし、学内のホームページなどで公開する方法もあると思います。 

業務のほうの解決策からいうと、やはりこちらの意識的なほうでの解決策ともちろんつながっ

てくるわけですが、例えば定型化、できるだけルーティン化していって、あとは調査・回答案件

の網羅とありますが、結局どこに何があるのかがよく分からないということの解決は、IR を進め

ていく上では避けて通れないと思っていて、ある意味ものすごく地道で長い作業になるのですが、

どの部署がどんな調査報告書を取りまとめていて、どこに出しているのかとか、どのシステムに

どんなデータがあるのかということまで項目レベルで調べてしまう。そうすればある程度どこに

何があるかというのが分かるわけです。頻繁に調べる必要があるものでもないし、IR を始めてい

く上では有効であろうということです。もう一つ大事なのは、データを学内で動かしていくこと

で、学内でいろんな問題や現象が起こります。そういうことについてどこが責任を取るのかとい

うことを議論する必要があるわけで、やはりデータを収集するということについてきちんと役員

会レベルなどで、何かが起こったときにはここで処理しますというような、例えば、そういう合

意形成が必要だろうということです。ちゃんとトップレベルでの経営方針としてデータ収集をす

るという合意形成を取ることが，データ収集のためのコンセンサス形成に必要なのかなというこ

とです。そうすれば、例えば責任の所在がよく分からないとか、文書で欲しいとか、そのあたり

は解決できるでしょう。 

結局，現場と IR の組織とのコミュニケーションをきちんと取るということが IR の進めやすさ

につながるのかなと思います。５班からは以上です。 

 

２．ポスターの補足説明と感想 

（当日の報告した以外のポスターの説明） 

データ収集の観点から IR の考え方や方法を整理するには，大学運営上必要なデータは事務組

織において保有・管理している現実を踏まえて検討する必要がある。 

従って，これらのことを検討していく際，事務組織の業務改善・意識改革の側面も併せて念頭

に入れておく必要がある。 

例えば，IR 担当部署におけるデータの正確性・管理上の責任体制を検討するとき，また，提供

されたデータの流通や一元管理を IR 担当部署が企図するとき，どこまでその内容に提供元の部

署が責任をもつべきか等，さらに二次加工されたデータの扱いやその利用の在り方，また各大学

における情報セキュリティポリシーやその体制との関係など検討すべき内容は多く，教員・事務

職員のデータ管理に対する意識をはじめ，部局や各部署の組織としての意識を変えること（協力

意識の醸成や縄張り意識の排除）が条件となる。そのためにはトップのリーダーシップによる，

IR 担当部署と既存の部局や各部署との協力関係の構築も必要である。 

単に IR 組織・機能が立ち上がるだけでは，状況によっては IR 担当者も各部署の担当者も負担

が増すだけに陥ることも否定出来ない。先述の検討事項の解決が図られたとき，似たような調査

の照会が個々に何度もなされる実態の改善に繋がる可能性もあるし，さらに複数部署が持つデー

タの組み合わせによる分析結果が新たな気づきをもたらし改善につながることが実感できれば，
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縦割りと称されがちな事務組織の現状に横串を挿し，新たな業務改善に展開していくような効果

も考えられる。 

すなわち，事務職員にとって，IR によるデータの収集は，適切な対処により業務改善・意識改

革へとつながりうるものと考えられ，そのためには，IR 担当部署と各部署の双方が，業務改善・

意識改革の意識を持って取り組む必要がある。 

 

（グループ討論を通して感じた評価や IR を改善に活かすためのコツ、感想等） 

◯各大学ともに，データ収集に関しては同様の問題や困難を抱えている。 

◯IR 部署は常に業務改善意識を持つこと，他の部署は IR 部署に協力する意識を持つこと（トッ

プダウンの命令も有効）が必要。 

◯担当部署との信頼関係も，協力体制を構築するために必要。「この人の依頼は断れない」という

人間関係を構築できる，日常的なコミュニケーションが有効。 

◯担当者や担当課レベルだけではなく、役員会などの上位レベルでの合意形成があれば、必要な

情報の収集や分析もスムーズに進むことを改めて認識。 

◯データ収集を行う際に、合意形成を図り、相手の負担感を減らすことが特に重要なのではない

か。そのためには、データをもらう側は誠意を持って取り組んでいくことも必要。 

◯データ提供元の部署との連携をどう図るかが課題であり、スムーズなデータ収集のためには、

どのようなデータがなぜ必要なのか、依頼する側が明確に説明し部署間の意思疎通を図ること

が重要だと確認。 

 

３．当日みんなで持ち寄った課題（掲載可能なもののみ） 

 

（Ａ）本学では，第３期の中期目標・計画の策定に向け，IR 組織の設置が検討されているが，す

べての情報を一元的に集めている便利な部署といった程度の認識である。 

すべての情報が IR に一元的に集まり，目的に応じてすぐにアレンジ，アウトプットできるな

どということは，非現実的であり，調査等のたびに，IR 部署から担当部署に照会していては「何

も変わっていない」結果になる。 

どういう目的を持ち，どういう情報を集め，それを何に活用するのか，限定的・現実的な検

討に何が必要か。 

 

（Ｂ）本学では、本年度 IR 担当部門が設置され、私自身も事務担当として配置（兼務）された。 

データベースは、これまで評価のために蓄積してきた管理運営データベースをベースに、今

後、収集するデータや資料等の特定化などの検討を行い、データを蓄積する予定である。 

現在のところ、各部局が保有しているデータ等を収集する際は、それぞれの担当係にお願い

して送付してもらっているが、今後さらに詳細なデータを収集する場合にスムーズにデータを

提供していただけるか懸念されるところである。 

 

（Ｃ）本学では，データが欲しい場合は、その都度、学部に依頼することになるが、何に使うの
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か会議で了承を得なければ渡せない、取り扱いの規則がないので渡せない、学務事務の繁忙期

となると強い抵抗を受けるなど、各種データがなかなか入手できない。 

 

（Ｄ）本学では，IR 機能に関する認識を深め学内に定着させるため，IR 推進室を設置した。IR

推進室では，幅広く学内のデータを収集し，グラフ化するなど取り組んできたが，執行部に情

報提供するには至っていない。今後は今ある情報を戦略的に活用し管理運営の改善，大学の施

策決定に役立つ情報を提供できるよう，兼任教員による IR 室を設置する予定である。 

課題として，どの様に IR 室を運営していくのか，①教員と事務との役割分担，②情報収集の

仕方，③分析する項目，④分析した情報を提供するまでの手順等，が今後の課題である。 

 

（Ｅ）毎年行われるような統計調査に関しては、比較的スムーズなデータ収集が可能であるが、

定型化していないものに関しては、どの部署がどのようなデータを保有しているか分かりづら

いため、どこに依頼するかという困難さがある。またデータ提供を依頼した際に、業務上の負

担増や、なぜ必要なのか目的が分からないといった理由から難色を示されることがあり、スム

ーズな収集が困難な場合がある。 

 

（ファシリテータによるコメント） 

IR 担当部署が各大学で立ち上がる中で，どの大学もデータ収集に苦慮している状況が見て取れ

る。実際に大学運営上必要なデータの管理等の実務を担っているのは事務職員であるから，デー

タ収集をはじめとした IR 機能を実質化させるために事務職員が担う役割は大きい。一方で，デ

ータは教育研究活動やその取組成果を１つの側面として映し出すこともあり，その当事者である

教員の理解を浸透させていくことも重要で，高い専門性を踏まえた適切な検討が必要な場合もあ

る。従って，データ収集の円滑な推進には教職協働体制が有効で，その体制が機能するには執行

部のリーダーシップも必要と考えられる。 

IR 担当部署に限らず，データ収集の目的を明確にすることは，大学のガバナンス，大学運営の

透明性・公正性，情報セキュリティの確保等を踏まえれば当然であり，逆に言えば恣意的（と思

われかねないよう）なデータ収集には問題がある。従って，規則の制定や執行部による指示等を

踏まえたデータ収集の目的・根拠の明確化等により，合意形成を図っておくことは重要である。

IR は近年急速に浸透しているが，新たな業務と思われがちな現実，新たな負担「感」が拭えな

い現実が確認できる。従って，データ収集に際しては，何処にどのようなデータがあるか等を明

らかにしつつ，依頼先が対応しやすい工夫を図ること等により，協力関係・信頼関係を築くこと

も重要である。 

これに関連して，データは誰のものかを改めて検討するとき，本質的にはデータは大学として

所有するものであり，各担当部署は管理権限を持つだけのはずである。仮に意思決定のもとでも

データ自体を渡せないと言う部署がある場合は，むしろその部署との協働を考える方向性（例え

ば，IR 体制に巻き込む，IR 担当部署から分析を依頼・分担する）もありうることを付記する。

このように，IR を事務職員の視点で捉えれば，IR とは，今まで取りまとめ・管理業務までで

留まっていたデータを更に活用することで大学運営の改善を支援するもの，また改善に自ら取り
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組むものであり，業務改善・意識改革により進むものといえる。すなわち，本質的には，IR のた

めに IR 担当部署が存在するものではなく，IR とは，大学運営を支える事務職員が一丸となって

取り組むものとも考えられる。そしてその先に待っているものは大学改革の一つのカタチである。

 

（課題記入者の感想） 

◯ グループ討論の結果，先行して IR 部署を立ち上げた大学でも，本学が危惧している状況を

はらんでいることが理解できました。これについては，先行大学でも解決策を検討している状

況だということでありましたが，IR 部署は常に業務改善意識を持つこと，他の部署は IR 部署

に協力する意識を持つこと（トップダウンの命令も有効）が必要という結論を得ることができ

ました。非常に参考になりました。今後の検討に活かしたいと思います。 

◯ どのようにしたらスムーズに部局から詳細なデータを提供してもらえるか、みなさんとの議

論を通じて、「現場の負担を増やさないこと」や「分析結果などを部局にフィードバックするこ

と」などが重要だということがわかった。 

また、役員会レベルでの合意形成があれば、必要な情報の収集や分析もスムーズに進むこと

がわかった。 

◯ 本学と同じような課題を抱えている大学も多く、班のメンバーと課題を共有し、議論できた

ことは非常に良い経験となった。 

データ収集では、何に使うためのデータなのか、どのように分析するのか等、相互で合意形

成が必要で、依頼する際は、繁忙期を避けたり、依頼内容を明確にするなど、相手の負担感を

減らすように取り組んでいくことが重要なのではないかと感じた。 

◯ 本学でも情報収集の仕方は課題と認識していましたので，他大学での認識の仕方や現状を踏

まえ解決策を共有でき有意義な議論ができました。 

同じ問題を抱えている大学が多いこと，また，IR に取り組むうえで 初にぶつかる課題がデ

ータの収集であるため，今後 IR に取り組む大学のためにも解決策の１例になると思われます。

◯ データ収集を行う際には、データを依頼する側と提供元の部署との意思疎通を図り、合意形

成をとることで、提供元の意識や実務の上での負担を軽減させることが重要であることが分か

った。今後はどの部署がどのようなデータを保有しているか把握し、なぜそのデータが必要な

のか伝えながらデータ収集に取り組んでいきたい。 
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